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噛
会
期　

～　

月　

日
（
日
）

１１

１５

　
　
　
　

入
場
無
料

噛
展
示
場
所　

企
画
展
示
室

　
　
　
　
　
　
（
桜
城
館
2
階
）

噛
主
な
展
示
資
料

（
河
上
神
社 
文  
書 
・
重
要
文
化
財
）

も
ん 
じ
ょ

（ 
与  
止  
日  
女 
神
社
蔵
・
佐
賀
県
立
図
書

よ 

ど 

ひ 

め

館 
寄  
詫 
）

よ 
た
く

「
千
葉 
胤  
盛  
書
下 
」

た
ね 
も
り 
か
き
く
だ
し

肥
前
国
佐
嘉
郡
の
内
山
田
三
十
町

の
事
、
右
先
例
の
旨
に
任
せ 
御  
知 

ご 

ち

 
行 
相
違
有
る
べ
か
ら
ず
の
状
、

ぎ
ょ
う

く
だ
ん
の
ご
と
し

文
明
十
二
年
六
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　

胤
盛
（
花
押
）

河
上
山　
 
後  
座  
主 
宰
将
殿

ご 

ざ 

す

「
千
葉
胤
朝
書
下
」

　

こ
の
２
点
は
ど
ち
ら
も
文
明　

年
１２

（
１
４
８
０
）
６
月　

日
付
で
、
河
上

１９

社
の
座
主
（
最
高
職
）
に
対
し
て
佐

嘉
郡
の
う
ち
山
田
三
十
町
の
領
有
を

認
め
る
文
書
で
す
。
年
月
日
・
宛
先
・

記
述
内
容
が
全
く
同
じ
と
い
う
、
非

常
に
珍
し
い
事
例
で
す
。
こ
れ
ら
は

千
葉
氏
が
戦
国
期
、 
胤  
朝 
・
胤
盛
兄

た
ね 
と
も

弟
に
よ
っ
て
二
家
に
分
裂
し
た
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

河
上
神
社
文
書
は
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
普
段
は
見

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
な
お
関
連
行
事
と
し
て
、
記
念
講

演
会
を
３
回
開
催
し
ま
す
。

　

①　

月　

日
（
土
）

１０

２４

　

②　

月　

日
（
土
）

１０

３１

　

③　

月　

日
（
土
）

１１

１４

　

い
ず
れ
も　

時
か
ら
歴
史
資
料
館

１４

研
修
室
で
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
９
月　

日
号
に
掲
載
し

２０

て
い
ま
す
。

史
跡
探
訪
会 

～
千
葉
氏
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ
り
～

◆
日
時　
　

月
７
日
（
土
）
９
時

１１

　
　
　
　
（　

時
帰
着
予
定
）

１６

◆
集
合　

企
画
展
示
室

◆
内
容　

千
葉
城
跡
、
円
通
寺
、
光

勝
寺
、
千
葉
宗
胤
墓
な
ど
を
、
バ

ス
で
訪
ね
ま
す
。

◆
案
内　

小
城
郷
土
史
研
究
会

◆
定
員　
　

名
（
要
予
約
）

３５

◆
会
費　

１
、
５
０
０
円

　
　
　
　
（
昼
食
代
等
）

小
城
市
立
歴
史
資
料
館

中
林
梧
竹
記
念
館
だ
よ
り

茅
開
館
時
間　

９
時
～　

時
１７

茅
休
館
日　

月
曜
日
（
但
し　

月
３
日
（
火
・
祝
）
は
開
館
。　

月
４
日
（
水
）
は
休
館
）

１１

１１

【
問
合
せ
】
小
城
市
立
歴
史
資
料
館　

文
化
課
（
桜
城
館
２
階
）
☎　

−

１
１
３
２

７１

　

佐
賀
大
学
小
城
市
交
流
事
業
特
別
展

「
中
世
小
城
の
歴
史
・
文
化
と
肥
前
千
葉
氏
」
開
催
中

◆
会
期

　

平
成　

年　

月
５
日（
土
）

２１

１２

　
　

～　

年
１
月　

日（
日
）

２２

１０

（
月
曜
日
、
祝
日
、　

月　
１２

２８

日
～
１
月
２
日
休
館
）

【
中
林
梧
竹
】

【
富
岡
敬
明
】

◆
入
場
料　

大
人
３
０
０
円

　
（
大
学
生
以
下
無
料
）

　

小
城
出
身
で
、
明
治
政
府

の
も
と
、
熊
本
県
知
事
、
貴

族
院
議
員
な
ど
を
つ
と
め
た

富
岡
敬
明
と
梧
竹
の
か
か
わ

り
を
紹
介
し
ま
す
。

　

中
林
梧
竹
と
は
、
従
兄
弟

に
あ
た
り
、
梧
竹
は
５
歳
年

長
の
敬
明
を
兄
の
よ
う
に

慕
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
山
梨

県
甲
府
市
の
富
岡
敬
明
の
ご

子
孫
に
伝
わ
っ
た
、
梧
竹
作

品
や
敬
明
の
遺
品
、
山
梨
で

書
か
れ
た
梧
竹
作
品
な
ど
約

　

点
を
展
示
し
ま
す
。

５０

　

中
林
梧
竹
特
別
展

―
梧
竹
と 
敬  
明 
―

け
い 
め
い


